
目　　的

研修内容

実施機関

対 象 者

第１回目 第２回目 第３回目

全　日　程
令和７年６月９日(月)
　　　～８月８日(金)

令和７年９月８日(月)
　　　～１１月７日(金)

令和７年１２月８日(月)
～令和８年２月１３日(金)

前期研修(大府セン
ターでの研修)

令和７年６月９日(月)
　　　　～６月２０日(金)

令和７年９月８日(月)
　　　　～９月１９日(金)

令和７年１２月８日(月)
　　　　～１２月１９日(金)

職場研修（オンラ
イン研修含む）

令和７年６月２３日(月)
　　  ～８月１日(金)

令和７年９月２２日(月)
　　  ～１０月３１日(金)

令和８年１２月２２日(月)
～令和８年２月６日(金)

後期研修(大府セン
ターでの研修）

令和７年８月４日(月)
　　　～８月８日(金)

令和７年１１月３日(月)
　　　～１１月７日(金)

令和８年２月９日(月)
　　　～２月１３日(金)

標準的な
研修期間

修了証書
の交付

書類提出締
切（県）

日　　程

　研修修了者には、認知症介護研究・研修大府センター長による修了証書を交付する。

令和７年度　福井県認知症介護指導者養成研修事業　概要

　福井県が実施する認知症介護実践研修等を企画・立案し、研修を実施するとともに、介護保険施設・事業所等に
おける介護の質の向上及び地域資源の連携体制構築の推進等に必要な能力を身につけ、認知症の方に対する地域全
体の介護サービスの充実を図ることができる者を養成する。

　認知症介護に関する専門的な知識及び技術ならびに高齢者介護実務者に対する研修プログラム作成方法および教
育技術、地域ケアの推進方法の習得を目的とした認知症介護指導者養成研修カリキュラムに基づいて実施する。

社会福祉法人　仁至会　認知症介護研究・研修大府センター（以下「大府センター」という。）
愛知県大府市半月町３丁目２９４番地

次の①～⑤の全てに該当する者であり、かつ、研修修了後には認知症介護指導者として従事できる者
①　医師、保健師、助産師、看護師、准看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、社会福祉士、
　　介護福祉士もしくは精神保健福祉士のいずれかの資格を有する者またはこれに準ずる者
②　次の（ア）～（ウ）のいずれかの要件に該当する者であって、５年以上の介護実務経験を有する者
（ア）介護保険施設・事業所等に従事している者（過去において介護保険施設・事業所等に従事していた
　　　者も含む。）
（イ）福祉系大学や養成学校等で指導的立場にある者
（ウ）民間企業で認知症介護の教育に携わる者
③　認知症介護実践者研修および認知症介護実践リーダー研修を修了した者（旧痴呆介護実務者研修基礎
　　課程および専門課程を修了した者を含む。）
④　本県が実施する認知症介護実践研修等の企画・立案に参画し、講師として従事することが可能で、か
　　つ、指導者として今後研修に従事することを所属長が承諾している者
⑤　地域ケアを推進する役割を担うことが見込まれている者

※受講者の決定は、福井県知事が適当と認め、かつ、大府センター長に選抜考査の結果認められた後、決
　定する。

費用負担

１　大府センターおよび指定実習施設における研修　３週間（１５日間）
２　受講者の所属する職場における研修　　　　　　６週間（オンライン研修含む）

【受講者負担】
１　食費　１日３食　　　　　 （昼４５０円　夜６５０円、事前申込制、変動あり）
２　教材費・災害傷害保険料　　８，０００円
３　その他　　　　　　　コピー代等実費
※上記の各費用について、改定の可能性を含む。

【福井県負担】
１　研修受講料　２３０，０００円
２　宿泊費　　　１泊２，０００円（研修に必要な宿泊数分）(センターの宿泊施設を利用する場合の素
　　　　　　　　泊まり料金）
３　旅費　　　　大府センターへの交通費２往復分（本県旅費条例に基づく算定）

　第　１　回研修分：令和７年３月２８日（金）
　第２、３回研修分：令和７年５月２３日（金）



≪研修カリキュラム≫

・認知症介護実践者等養成事業の実施　[１時間]

・認知症ケアに関する施策と行政との連携　[１時間]

・研修の目標設定と研修総括　[９時間]

・教育方法論　[１４時間]

・授業設計法　[２８時間]

・模擬授業　[１４時間]

・研修企画と評価　[５時間]

・人材育成論　[３時間]

・成人教育論　[３時間]

・認知症ケアに関する研究法の概論　[２時間]

・職場研修企画　[１４時間]

・職場実習　[５週間]

・職場実習（振り返り）［３時間］

・職場研修報告　[１４時間]

・共生のために地域で支え合う体制づくり　[１時間]

・他施設・事業所実習　[２１時間]

≪参考≫

研 修 時　間 :

実 施 方 法 ：

対   象   者:

研 修 期 間 :

実施予定回数:

受講予定者数:

対   象   者:

研 修 期 間 :

実施予定回数:

受講予定者数:

対   象   者:

eラーニング

介護サービスを行う事業所等に従事する介護職員等

認知症ケアにおける
教育の理論と実践

地域における認知症
対応力向上の推進

[１１時間]

[２１４時間]

認知症
介護基礎

研修

認知症介護研修総論

年２回

１５０人（７５人×２回）

介護サービスを行う事業所等に従事する介護職員等であり、原則として認知症介護基礎研修を修
了した者あるいはそれと同等以上の能力を有する者であり、身体介護に関する基本的知識・技術
を修得している者であって、介護実務経験が２年以上の者

認知症
介護実践
リーダー

研修

　ケアチームにおける指導的立場として実践者の知識・技術・態度を指導する能力及び実践リーダーとしてのチー
ムマネジメント能力を修得させることをねらいとし、講義・演習形式及び実習形式で実施する。

講義・演習３１時間程度、実習２０日間、実習のまとめ１日間

年１回

６０人

介護サービスを行う事業所等事業所等に従事する介護職員等であり、事業所等において介護業務
に５年以上従事した経験を有している者であって、かつ、ケアチームのリーダー又はリーダーに
なることが予定される者であって、認知症介護実践者研修を修了し１年以上経過している者

[２２時間]

講義３時間程度

認知症ケア対応力向上
のための人材育成

　施設、在宅に関わらず認知症の原因疾患や容態に応じ、認知症の人やその家族の生活の質の向上を図る対応や技
術を習得することをねらいとし、講義・演習形式及び実習形式で実施する。

認知症
介護実践
者研修

講義・演習２４時間程度、実習：課題設定４時間程度、職場実習２０日間、実習のまとめ３時間
程度

　認知症介護に携わる者が、その業務を遂行する上で基礎的な知識・技術とそれを実践する際の考え方を身につ
け、チームアプローチに参画する一員として基礎的なサービス提供を行うことができるようにすることをねらいと
し、eラーニング形式で実施する。

[６１時間]

福井県認知症介護実践研修等　概要


